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春の火災予防運動の一環として、大規模山林火災の発生を想定した

林野火災総合消防訓練が市立青少年の森で行われ、消防隊員や地元消

防団員、婦人防火クラブ員（約100人）らが出動。向井市長らが見守る

中、現地指揮本部の設置（写真中央）及び火災の消火訓練（写真上・

下）、負傷者の救急救助や長期戦を想定した後方支援（炊き出し）訓練

が行われました。訓練は約２時間で終了しましたが、各消防機関の連

携強化と士気の高揚を図ることができました。 （３月７日）

延焼を阻止せよ！



表1・火災概況 

表2・救急概況 

表3・救助概況 

①Ｈ15 ②Ｈ14 増減①－② 

①Ｈ15 ②Ｈ14 増減①－② 

①Ｈ15 ②Ｈ14 増減①－② 
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13,303 64,137 ▼50,834
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1 2 ▼1
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5 13 ▼8

9 22 ▼13

2 20 ▼18

5 21 ▼16

310 358 ▼48

337 300 △37

177 167 △10

4 13 ▼9

1 1 0

3 3 0

0 0 0

1 1 0

3 3 0

2,342 2,178 △164
2,253 2,098 △155

1,410 1,260 △150

43 61 ▼18
12 15 ▼3
12 16 ▼4

※Ｈ15年1月1日～12月31日（△は増、▼は減） 

泉南市消防本部では、春の火災予防運動（3月1

日～3月7日）の一環として、2月28日貍、信達市場

の長慶寺で第2回消防フェア。続く3月7日豸、新家

の市立青少年の森において、林野火災総合消防訓

練をそれぞれ開催しました。

第2回消防フェアー（2月28日／長慶寺）

消防隊による消防訓練、煙体験、婦人防火クラ

ブに後方支援（炊き出し）訓練、お茶会、ミニ消

防自動車の展示等が行われました。

林野火災総合消防訓練（3月7日／青少年の森）

山火事の発生が多くなる季節を前に、新家・青

少年の森付近の山林から火災が発生、大規模な山

火事に発展したとの想定で、現地災害対策本部の

設置訓練及び消防隊、地元消防団（新家分団・信

達分団）らによる消火訓練と負傷者の救助訓練、

また、長期戦を想定した婦人防火クラブによる後

方支援（炊き出し）訓練等、実戦さながらの林野

火災総合訓練が行われました。

【
火
災
概
況
／
表
１
を
参
照
】

火
災
件
数
は
、
十
九
件
で
前
年
比
十
七

件
の
大
幅
減
少
。
こ
れ
に
伴
い
、
火
災
損

害
額
も
約
五
一
〇
〇
万
円
減
少
し
ま
し

た
。
火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
が
十
二

件
と
全
体
の
六
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

火
災
件
数
は
、
過
去
十
年
間
で
平
成
八

年
と
平
成
九
年
の
五
十
五
件
が
最
も
多

く
、
他
の
年
は
四
十
件
台
、
平
成
十
三
年

に
三
十
三
件
と
減
少
し
、
昨
年
の
十
九
件

が
最
小
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
同
様
に

建
物
火
災
も
過
去
十
年
間
で
最
も
少
な
い

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

出
火
原
因
は
、
一
昨
年
よ
り
も
九
件
減

少
し
た
も
の
の
、
放
火
（
疑
い
含
む
）
が

四
件
で
最
も
多
く
、
続
い
て
電
気
関
係
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
が
各
三
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
救
急
概
況
／
表
２
を
参
照
】

救
急
件
数
は
、
平
成
十
四
年
に
比
べ
出
場

件
数
が
一
六
四
件
増
加
し
、
二
三
四
二
件

と
過
去
最
高
記
録
を
更
新
、
一
日
平
均
に

換
算
す
る
と
六
・
四
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
約
五
割
と

圧
倒
的
に
多
く
、
続
い
て
一
般
負
傷
、
交

通
事
故
と
な
っ
て
い
ま
す
。
搬
送
人
員
の

年
齢
別
で
は
、
高
齢
者
（
六
十
五
歳
以
上
）

が
全
体
の
約
三
割
を
占
め
、
依
然
と
し
て

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
救
助
概
況
／
表
３
を
参
照
】

救
助
件
数
は
四
十
三
件
で
、
前
年
比
十

八
件
の
大
幅
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
救
助

活
動
件
数
で
は
、
交
通
事
故
が
五
件
と
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
総合福祉センター
（あいぴあ泉南）
埋蔵文化財センター
（古代史博物館）

薀85－0119
薀82－6551
薀83－5875
薀82－7615
薀82－1000
薀82－7767
薀82－7766
薀84－3500
薀83－6447
薀83－4361
薀83－9314
薀83－9264
薀83－9270

薀85－0707

薀83－6789

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83－0001）へ
その他については、下記へ
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□平成15年
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□ふるさと歴史紀行 …24

泉
南
市
消
防
本
部
は
、
昨
年
（
平
成
十
五
年
一
月
一
日
〜
十
二
月
三
十
一
日
）
一
年
間
に
発
生
し
た
火
災
・
救

急
・
救
助
の
概
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀
祕
０
１
１
９
）

泉南市の人口（2月末現在）
人口‥‥‥‥65,705人
男‥‥‥32,053人
女‥‥‥33,652人

世帯数‥‥23,502世帯

平平
成成
十十
五五
年年
・・
泉泉
南南
市市
消消
防防
白白
書書
がが
まま
とと
まま
りり
まま
しし
たた

～３つの習慣～

笊寝たばこは絶対にやめましょう。

笆ストーブは、燃えやすいものから

離れた位置で使用しましょう。

笳ガスコンロ等のそばを離れるとき

は、必ず火を消しましょう。

～４つの対策～

笊逃げ遅れを防ぐために、住宅用火

災警報器を設置しましょう。

笆寝具や衣類からの火災を防ぐため

に、防火製品を使用しましょう。

笳火災を小さいうちに消すために、

住宅用消火器を備えましょう。

笘お年寄りや身体の不自由な人を守

るために、隣近所の協力体制をつく

りましょう。
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歌
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
好
き
な
人
、

友
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
み
た
い

人
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
練
習
日
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
二
時
〜

四
時
▼
練
習
場
所
＝
信
達
公
民
館
▼
対

象
＝
小
学
新
一
年
生
〜
中
学
生
の
男
女

▼
募
集
人
員
＝
三
〇
人
（
先
着
順
）
▼

費
用
＝
▽
入
団
費
は
三
〇
〇
〇
円
（
年

会
費
・
制
服
貸
与
代
等
）
▽
月
会
費
は

二
〇
〇
〇
円
（
活
動
費
・
合
宿
費
等
）

▼
申
込
み
＝
四
月
十
一
日
豸
〜
五
月
八

日
貍
に
信
達
公
民
館
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
▼
そ
の
他
＝
男
子
の
団
員
を
歓
迎
し

ま
す
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線

二
五
三
）
／
信
達
公
民
館
（
薀
祟
９
２

６
４
）

▼
と
き
＝
四
月
十
七
日
貍
午
前
九
時
に

Ｊ
Ｒ
新
家
駅
に
集
合
※
雨
天
時
は
四
月

二
十
四
日
貍
に
順
延
▼
コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ｒ

新

家

し
ん
げ

駅

〜

新
家
上
村
清
明
寺

し
ん
げ
か
み
む
ら
せ
い
め
い
じ

〜

大
将
軍

だ
い
じ
ょ
ご

〜
三
本
松

さ
ん
ぼ
ん
ま
つ

〜
種
河
神
社

た
ね
か
わ
じ
ん
じ
ゃ

〜

宮み
や

〜
笠
山
参
道

か
さ
や
ま
さ
ん
ど
う

〜
笠
山
山
頂
〜
畦あ
ぜ
の

谷
地
蔵
〜
み
か
ん
山
〜
高
野
川
（
こ
う

の
が
わ
）
地
蔵
〜
Ｊ
Ｒ
新
家
駅
（
約
一

〇
㌔
）
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
円
▼
携
行

品
＝
弁
当
、
水
筒
等
▼
申
込
み
＝
四
月

十
五
日
貅
ま
で
に
、
お
電
話
で
泉
南
歴

史
研
究
会
事
務
局
（
薀
祗
５
６
７
１
）

へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二

四
七
）

市
立
保
育
所
で
は
所
庭
の
開
放
を
実

施
し
ま
す
。
幼
稚
園
や
保
育
所
に
通
っ

て
い
な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
遊
び

に
き
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
保
育
所
で
は

子
育
て
相
談
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
所
名
・
開
放
日
・
連
絡
先
＝
笊

ち
び
っ
こ
広
場
（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内

の
遊
戯
室
、
所
庭
）
／
四
月
十
三
日
貂
、

四
月
二
十
七
日
貂
（
薀
祚
３
３
７
１
）

▼
開
放
時
間
＝
午
前
十
時
〜
十
一
時
半

▼
そ
の
他
＝
浜
保
育
所
、
樽
井
保
育
所
、

鳴
滝
第
一
保
育
所
、
信
達
保
育
所
の
所

庭
開
放
は
六
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
な

お
、
樽
井
保
育
所
、
信
達
保
育
所
の
所

庭
開
放
日
は
第
一
火
曜
日
に
変
わ
り
ま

す
▼
問
合
せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
二

八
一
）

実
際
に
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
介

護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
六
日
貊
午
後
一
時
四

十
分
〜
三
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
内
容
＝
総
会
、
講
演
会
、
大
正
琴

の
演
奏
▼
講
演
＝
福
祉
で
第
二
の
人
生

を
／
横
田
き
よ
の
さ
ん
（
泉
南
ふ
れ
愛

の
里
理
事
長
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
＝
不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝
社
会
福

祉
協
議
会
（
薀
祗
１
０
２
７
）

泉
南
歴
史
研
究
会

見
学
会
／
青
葉
を
歩
く

泉
南
市
介
護
者
（
家

族
）
の
会
総
会

少
年
少
女
合
唱
団

団
員
を
募
集
し
ま
す

保
育
所
で

遊
び
ま
せ
ん
か▼と　き＝4月3日貍～4月11日豸の午前10時～午後

4時※花の開花状況により変更する場合がありま

す。

▼ところ＝（仮称）泉南市農業公園※地図をご参

照ください※つみとり園

進入路（泉南IC下）

には、海側から

の右折はでき

ません。佐

田、六尾方

面から迂回

して進入し

て く だ さ

い。

▼その他＝

土、日曜日に

は切り花、洋ラ

ンの直売も行います。

毎年ご好評いただいております「チューリッ

プつみとり園」を開催します。6万球のチューリ

ップが皆さまをお待ちしております。

▼問合せ＝農林水産課（内線576）
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仮称・泉南市農業公園 

▼
と
き
＝
五
月
三
十
日
豸
ま
で
（
時
間

は
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半
）
※
月

曜
日
、
祝
日
は
除
く
▼
と
こ
ろ
＝
古
代

史
博
物
館
▼
内
容
＝
古
代
の
み
や
こ
を

テ
ー
マ
に
、
古
代
律
令
国
家
の
成
立
期

で
あ
る
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
の
各
地
の

宮
都
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
構
造
や
歴

史
的
背
景
を
紹
介
し
ま
す
▼
入
場
料
＝

無
料
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館
（
薀

祟
６
７
８
９
）

古
代
史
博
物
館
で
の
講
義
や
見
学
会

を
通
じ
て
、
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ご
一
緒
に
歴
史
の
舞
台
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
開
講
日
＝
四
月
二
十
四
日
貍
午
後
二

時
〜
※
年
間
予
定
な
ど
の
説
明
会
で
す

▼
と
こ
ろ
＝
古
代
史
博
物
館
▼
参
加

費
＝
一
人
に
つ
き
八
〇
〇
円
（
交
通
費
、

保
険
代
等
）
※
資
料
代
と
し
て
別
途
一

回
に
つ
き
一
〇
〇
円
が
必
要
で
す
▼
申

込
み
＝
四
月
六
日
貂
〜
四
月
二
十
四
日

貍
（
時
間
は
午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時

半
）
に
参
加
費
を
持
参
の
上
、
直
接
古

代
史
博
物
館
へ
※
月
曜
日
、
祝
日
は
除

く
▼
問
合
せ
＝
古
代
史
博
物
館
（
薀
祟

６
７
８
９
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を
通

し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
・

お
母
さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
四
月
十
日
貍

笊
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半
〜

三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以
下
）

笆
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時
〜
三

時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と
こ

ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝

各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出
入
り

は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二

時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お

い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子
木

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か

ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合

せ
＝
図
書
館

ひ
だ
ま
り
の
ス
タ
ッ
フ
が
遊
び
の
場

を
提
供
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
四
月
七
日
貉
笆
四
月
二
十

日
貂
笳
四
月
二
十
八
日
貉
※
笊
笆
は
午

前
十
時
〜
十
一
時
（
雨
天
中
止
）
笳
は

午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊

市
民
体
育
館
笆
り
ん
く
う
南
浜
公
園

（
岡
田
浦
漁
港
近
く
）
笳
一
丘
幼
稚
園

▼
対
象
＝
就
学
前
の
こ
ど
も
と
保
護
者

▼
内
容
＝
季
節
の
歌
、
手
遊
び
、
大
型

紙
芝
居
、
親
子
の
遊
び
▼
申
込
み
＝
不

要
で
す
▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
・
ひ
だ
ま
り
（
薀
祚
３
３
７
１
）

親
子
で
い
ろ
ん
な
お
友
だ
ち
と
遊
び

ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
四
月
八
日
貅
笆
四
月
十
五

日
貅
笳
五
月
十
三
日
貅
笘
五
月
二
十
日

貅
笙
六
月
十
日
貅
笞
六
月
十
七
日
貅
※

時
間
は
す
べ
て
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
笊
笳
笙
樽
井
公
民
館
笆
笘
笞
信

達
公
民
館
▼
内
容
＝
笊
笆
小
麦
粉
粘
土

で
遊
ぼ
う
笳
笘
み
ん
な
で
楽
し
く
お
友

だ
ち
に
な
ろ
う
／
講
師
は
松
下
裕
子
さ

ん
（
健
康
運
動
指
導
士
）
笙
笞
風
船
遊

び
を
し
よ
う
▼
参
加
費
＝
無
料
※
笊
笆

笙
笞
は
材
料
費
一
〇
〇
円
▼
申
込
み
＝

不
要
で
す
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

（
薀
祟
４
３
６
１
／e-m

ail
:
tarui-

k@
city.sennan.osaka.jp

）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ア
ニ
ー
を
中
心

に
、
か
わ
い
い
歌
声
で
お
届
け
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
一
日
豸
午
後
二
時
開

演
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル
▼
内
容
＝

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
ア
ニ
ー
他
▼
入
場

料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
問
合

せ
＝
生
涯
学
習
課
（
内
線
二
五
三
）
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古
代
史
博
物
館
企
画
展

古
代
の
み
や
こ

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
市
少
年
少
女
合
唱
団

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
だ
ま
り
の
出
前
保
育

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

古
代
史
博
物
館
講
座

歴
史
を
あ
る
く

幼少児の基礎体力づくりと親子体操を通

して、親子でふれあい、運動に親しみませ

んか。

▼とき・内容＝笊5月15日貍／パフリング

で遊ぼう蠢笆5月29日貍／ボールで遊ぼう

蠢笳6月12日貍／キッズビクスとリズム運

動蠢笘6月26日貍／パフリングで遊ぼう蠡

笙7月10日貍／ボールで遊ぼう蠡

※時間はすべて午前11時～正午

▼ところ＝市民体育館・第2競技場

▼対　象＝就学前の幼児（3歳以上）とそ

の保護者※全教室参加できる方

▼定　員＝35組（先着順）

▼参加費＝親子（大人1人とこども1人）で

2,000円※こどもが1人増えるごとに1,000円

追加となります

▼申込み＝4月10日貍～4月18日豸（月曜午

後、火曜日は休館）に市民体育館に設置し

ている申込用紙に必要事項を記入の上、参

加費を添えて市民体育館窓口へ

▼主　催＝泉南市体育指導委員協議会

▼問合せ＝市民体育館（薀祗１０００）



▼
と
き
＝
四
月
十
七
日
貍
午
前
十
時
〜

午
後
五
時
、
四
月
十
八
日
豸
午
前
九
時

半
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
信
達
公
民

館
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
信
達

公
民
館
（
薀
祟
９
２
６
４
）

身
近
な
自
然
を
体
感
し
、
大
切
さ
を

学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
毎
月
第
二
土
曜
の
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
内
の
野
鳥
観
察

ス
ポ
ッ
ト
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
▼
定

員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
主
催
＝

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
薀
祚
３
５
０
０
／e-m

ail
:
seisho

nen-center@
city.sennan.osaka.

jp

）

▼
と
き
＝
六
月
〜
十
二
月
の
第
一
土
曜

日
、
そ
の
他
月
一
回
程
度
▼
と
こ
ろ
＝

樽
井
公
民
館
▼
内
容
＝
た
ち
つ
て
と
広

場
生
（
子
ど
も
）
と
の
活
動
や
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
▼
対
象
＝
高
校
生
の
方
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
樽

井
公
民
館
（
薀
祟
４
３
６
１
／e-m

ail:
tarui-k@

city.sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
毎
週
金
曜
日
、
土
曜
日
▽
金

曜
日
は
午
後
五
時
〜
七
時
（
第
二
・
四

金
曜
日
は
卓
球
教
室
を
開
催
）
▽
土
曜

日
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
・

中
学
生
と
保
護
者
（
卓
球
教
室
は
十
五

歳
以
上
の
青
少
年
も
参
加
で
き
ま
す
）

▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
上
ぐ
つ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
薀
祚
３
５
０
０
／e-m

ail
:seishone

n-center@
city.sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時
半
〜

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
高
齢
者
の
方

▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（
薀
祚
３
５
０
０
／e-m

ail
:seishone

n-center@
city.sennan.osaka.jp

）

お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
楽
し
い
読
み

聞
か
せ
の
会
で
す
。
お
子
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
ご
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

▼
と
き
＝
笊
四
月
十
七
日
貍
午
前
十
時

〜
十
時
四
十
分
笆
四
月
十
九
日
豺
午
後

四
時
〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど

も
と
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
費

用
＝
無
料
▼
主
催
＝
泉
南
子
ど
も
ゆ
め

活
動
実
行
委
員
会
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
５
０

０
／e-m

ail:seishonen-center@
city.sennan.osaka.jp

）
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野
鳥
観
察
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

た
ち
つ
て
と
広
場

高
校
生
ク
ラ
ブ

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

読
み
聞
か
せ
の
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
山
野
草
会

春
の
山
野
草
展
示
会

▼と　き＝5月20日貅～6月21日豺の毎週

木曜日、但し6月21日のみ月曜日。

時間は午前10時～11時半（全6回）

▼ところ＝樽井公民館、樽井保育

所、樽井小学校

▼対　象＝1歳未満の乳児と保護者

▼内　容＝笊講義▽子どもの言葉の

獲得と絵本のお話▽子どもによくある病

気とその予防▽離乳食について▽子どもの発

達としつけ

笆体験▽手づくりおもちゃ▽離乳食を作って

みよう▽保育所をのぞいてみよう▽ふれ

あい遊び

▼参加費＝無料※実習にかかる材

料費は各自負担

▼定　員＝10組※多数の場合は抽

選▼その他＝▽8月は新家地区、11

月は西信達地区、平成17年2月は信達

地区で同じプログラムで実施します▽一

時保育についてはお問い合わせください

▼申込み＝4月30日貊までに、お電話で子育

て支援センター・ひだまり（薀祚３３７１）

樽井公民館と子育て支援センター・ひだまりが共催で赤ちゃん教室を開催します。

みんなで楽しく交流しませんか。▼問合せ＝子育て支援センターひだまり（薀祚３３７１）

子どもの年齢に合わせた遊びを

楽しみながら親子で楽しく友だち

づくりをしませんか。

▼と　き＝5月12日貉、5月19日貉、

5月26日貉、6月2日貉、6月9日貉、

6月16日貉（全6回／時間はいずれ

も午前9時半～11時）

▼ところ＝子育て支援センター・

ひだまり

▼対　象＝平成13年4月2日～平成

14年4月1日に生まれた子どもとそ

の保護者

▼内　容＝ふれあい遊び、リトミ

ック、散歩、新聞で遊ぼう、小麦

粉粘土、楽器遊び、保護者の交流、

身体計測、おやつの時間など

▼参加費＝無料※おやつ代は各自

負担

▼定　員＝15組（多数の場合は抽

選）

▼申込み・問合せ＝4月19日豺ま

でに、お電話で子育て支援センタ

ー・ひだまり（薀祚３３７１）

6

▼
と
き
＝
四
月
二
十
四
日
貍
〜
五
月
二

十
二
日
貍
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
午
後
一

時
半
〜
三
時
半

（
全
五
回
）
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
学

二
年
生
〜
四
年
生
▼
内
容
＝
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験

▼
定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
円
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
四
月
十
六
日
貊(

必
着)

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
かe

メ
ー
ル
に
パ

ソ
コ
ン
教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保

護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
／

e-m
ail:seishonen-center@

city.
sennan.osaka.jp

）

▼
受
験
資
格
＝
笊
昭
和
五
十
二
年
四
月

二
日
〜
昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
方
笆
昭
和
五
十
八
年
四
月
二
日
以

降
生
ま
れ
で
漓
大
学
を
卒
業
し
た
方
及

び
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
に
大
学
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方
滷
人
事
院
が
漓
に

掲
げ
る
方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方
▼
申
込
み
期
間
＝
四
月
一
日
貅

〜
四
月
十
六
日
貊
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
申
込
み
書
の
請
求
先
＝
大
阪
国
税

局
、
泉
佐
野
税
務
署
、
人
事
院
近
畿
事

務
局
▼
申
込
み
先
＝
大
阪
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係
▼
試
験
日
＝
第
一
次
試

験
は
六
月
十
三
日
豸
▼
定
員
＝
全
国
で

約
八
〇
〇
人
▼
問
合
せ
＝
大
阪
国
税
局

人
事
第
二
課
試
験
係
（
薀
０
６
・
６
９

４
１
・
５
３
３
１
）
／
泉
佐
野
税
務
署

（
薀
磆
３
４
７
１
）

聴
覚
障
害
者
の
社
会
生
活
上
の
円
滑

な
意
思
疎
通
と
情
報
の
保
障
を
図
る
た

め
、
手
話
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
援

助
を
し
て
い
た
だ
け
る
手
話
奉
仕
員
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
、
在
勤
の
方
で
手

話
に
よ
る
会
話
が
で
き
る
方
▼
申
込

み
＝
四
月
十
六
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
、

高
齢
障
害
福
祉
課
へ
直
接
お
越
し
い
た

だ
く
か
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
番

号
、
手
話
学
習
歴
、
審
査
希
望
時
間
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
▼
選
考
方
法
＝
審

査
（
聞
き
取
り
・
読
み
取
り
技
術
、
面

接
）
を
実
施
し
ま
す
▼
審
査
実
施
日
＝

四
月
二
十
六
日
豺
昼
、
夜
間
の
部
で
実

施
し
ま
す
▼
審
査
実
施
場
所
＝
あ
い
ぴ

あ
泉
南
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
九
／
蕭
祟
７
６
６
７
）

本
を
読
ん
だ
り
、
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
四
月
十
七
日
貍
午
前
十
時
四

十
五
分
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
＝
朗
読
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
根
っ
こ
の
会
々
員
▼
対
象
＝
十

八
歳
以
上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど

を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
〇

人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
主
催
＝
泉
南
子

ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委
員
会
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀

祚
３
５
０
０
／e-m

ail:seishonen-
center@

city.sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
四
月
十
七
日
貍
、
四
月
十
八

日
豸
の
午
前
九
時
半

〜
午
後
五
時
▼
と
こ

ろ
＝
新
家
・
山
田
家

住
宅
（
登
録
有
形
文

化
財
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝

不
要
で
す
▼
主
催
＝
新
草
会
、
新
家
俳

句
会
▼
そ
の
他
＝
▽
山
野
草
の
無
料
配

布
（
先
着
三
〇
人
）
あ
り
▽
車
で
の
ご

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

新
家
公
民
館
（
薀
祟
９
３
１
４
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

泉
南
市
登
録
手
話

奉
仕
員
を
募
集
し
ま
す

泉
南
楽
し
い
な

読
み
聞
か
せ
講
習
会

▼と　き＝4月29日豢午後0
時～3時
▼ところ＝文化ホール
（駐車場・ロビー・展
示室）
▼内　容＝ネイチャ
ークラフト実演と展
示即売、フリーマー
ケット、郵便局による
ポストショップや缶バッ
ジの製作、花の苗のプレゼ

ント、喫茶、紙芝居、山野
草展示会、風船飛ばし、
有機野菜の販売、ケ
ナフの作品販売、お
もちゃづくり、その
他楽しいイベント
▼その他＝お車でお
越しの際は、泉南市
役所の駐車場をご利用

ください。文化ホール周
辺は駐車禁止となります。

税
務
職
員
（
国
税
専
門

官
）
を
募
集
し
ま
す

山
田
家
住
宅
見
学
会

春
の
山
野
草
展
示
会

ＡＢＣ委員会では、恒例となりましたＡＢＣまつりを開催します。ご家

族・お友だち、お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

▼問合せ＝地域振興課（内線583）

▼と　き＝5月12日貉～9月

29日貉の毎週水曜日の午後

7時～9時（全20回）

▼ところ＝あいぴあ泉南

▼内　容＝手話奉仕員養成

講座／入門コース

▼対　象＝市内在住、在勤

の方で初めて手話を学習す

る方（初心者）

▼参加費＝850円（テキス

ト代）

▼定　員＝30人（多数の場

合は抽選）

▼申込み＝4月16日貊（必

着）までに、往復ハガキに

住所、氏名（ふりがな）、

生年月日、電話・ファクス

番号を明記の上、〒590－

0592（住所不要）泉南市役

所・高齢障害福祉課へ

▼問合せ＝高齢障害福祉課

（内線309）
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市民体育館では、スポーツ教室（抽選教室・抽選教室以外）を開設します。健康・体力・仲間づくりのため、ふ

るって、ご参加ください。 ▼問合せ＝市民体育館（薀祗１０００）

▼対　象＝泉南市在住、在勤の方

（全日制の高校生は除く）

▼費　用＝各教室とも10回単位。1教

室につき受講料として大人2,000円、

こども1,000円（但し、親子体操・ト

トロ教室は、親と子１組につき2,000

円）。また、スポーツ傷害保険料（大

人、子ども各500円）が必要です

▼申込み期間＝▽抽選教室（笊～笘）

は、上記抽選方法を参照ください▽

抽選教室以外（笙～笵）は4月25日豸

～5月4日豢の各午前9時～午後5時

（但し、4月26日午後、4月27日、4月

30日は休館です）。受付期間内でも定

員になりしだい締め切ります※抽選

教室以外でも4月25日豸受付開始（午

前9時受付整列）の時点で定員を超え

た場合は抽選します。

▼申込み場所＝市民体育館

▼申込み方法＝体育館備え付け用紙

に必要事項を記入の上、受講料を添

えて申し込んでください。

▼その他＝▽各教室とも5月中旬から

始めます。詳しい日程表は受付時に

お渡しします▽申込み締切後は、受

講料、保険料は返却しません▽日程

及び時間帯に変更が生じる場合があ

ります▽各教室とも申込み人数によ

り開設しない場合があります（受講

料、保険料は返却します）▽幼児を

連れての受講は、ご遠慮願います

（親子体操・トトロ教室も保護者1人

につき子ども1人です）▽一般男子、

女子については、平成16年４月１日

現在で満18歳以上の方が対象です。

▼抽選教室の抽選方法

笊プレイニング体操の受付＝4月24日

貍午前9時～9時10分

笆チャイルド体操の受付＝4月24日貍

午前10時～10時10分

笳ちびっこ体操の受付＝4月24日貍午

前11時～11時10分

笘親子体操・トトロの受付＝4月24日

貍午後1時～1時10分

※前記の時間に受付用紙を受け取り、

定員を超えた場合は、その場で抽選

を行います。なお、受付用紙は１人

につき1枚としますので、1人で2人以

上の申込みはできません。

※参加希望者の抽選権利は1回です。

笊プレイニング体操 

笆チャイルド体操 

笳ちびっこ体操 

笘親子体操・トトロ 

H12年4月2日～ 
H13年4月1日生 

市民体育館 
第２競技場 

ごっこ遊び、まねっこ、音楽、うた、いろ 
いろな用具を使って楽しく体を動かします。 

マット、ボール、鉄棒、トランポリン、跳び箱、音楽等を 
利用して、体を動かすことが好きになるように進めます。 

マットの後ろまわり、跳箱の開脚とび、鉄棒 
の逆上がりができるを目標に、ボールやトラ 
ンポリンなど色々な運動をします。 
リズム体操・歌あそび・手あそびなどを 
しながら、親子のふれあいを深めます。 
泉南市体育指導委員協議会・ライフスポーツ振興財団主催 

２０人 

２０人 

２０人 

２５組 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

毎週金曜日 
午後3:30～4:30

毎週水曜日 
午後3:30～4:30

毎週土曜日 
午後2:00～3:15

毎週木曜日 
午前10:00～11:00

H10年4月2日～ 
H12年4月1日生 

保護者と 
H12年4月2日～ 
H14年4月1日生 

小学1・2年生 

笙エアロビクス 

笞ストレッチandジャズ体操 

笵トライスポーツ 

一般男子・女子 
（初心者向き） 

市民体育館 
第２競技場 

年齢に関係なく、誰でも始められる 
やさしいエアロビクスです。 

からだの硬い人のストレッチと、若さを保ち快適に 
生活を送れるやさしいジャズ体操です。 

誰でも楽しめるニュースポーツ・レクスポーツを中 
心に、日頃運動不足の人でも簡単にはじめられるト 
レーニング・体操などで無理なく体を動かします。 

４０人 

４０人 

２５人 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第１競技場 

毎週水曜日 
午後2:00～3:00

毎週土曜日 
午前9:30～11:00

毎週金曜日 
午前10:00～11:30

一般男子・女子 

一般男子・女子 

蘆蘆蘆抽選教室蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆

蘆蘆蘆抽選教室以外蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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リ
ズ
ム
体
操
で
心
身
を
シ
ェ
イ
プ
ア

ッ
プ
＆
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

▼
練
習
日
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館
▼

費
用
＝
月
額
一
五
〇
〇
円
（
会
費
）
、

保
険
代
一
五
〇
〇
円
（
年
度
内
）、
体

育
館
使
用
料
二
〇
〇
円
（
一
回
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ

事
務
局
（
薀
祟
４
９
９
６
）

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
大
阪
府
・
泉

南
市
・
泉
南
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
店
舗
や
工
場
等
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
経
営
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

▼
相
談
項
目
＝
笊
新
規
開
業
手
続
き
笆

大
型
店
の
進
出
に
あ
た
っ
て
の
今
後
の

経
営
や
販
売
戦
略
笳
ネ
ッ
ト
販
売
や
Ｉ

Ｔ
化
笘
新
製
品
の
販
路
開
拓
笙
Ｉ
Ｓ
Ｏ

取
得
や
特
許
笞
新
分
野
、
新
製
品
の
開

発
支
援
策
や
経
営
革
新
笵
産
学
連
携
▼

費
用
＝
無
料
※
一
部
有
料
相
談
あ
り
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電
話
で
泉
南
市

商
工
会
（
薀
祟
６
３
６
５
）

▼
職
種
＝
臨
時
職
員
／
夏
季
温
水
プ
ー

ル
監
視
員
▼
資
格
＝
昭
和
五
十
四
年
四

月
二
日
〜
平
成
元
年
四
月
一
日
に
生
ま

れ
、
一
〇
〇
誡
を
ク
ロ
ー
ル
で
三
分
以

内
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
、
所
定
の
研
修

を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
▼
勤
務

日
時
＝
六
月
十
六
日
〜
九
月
十
五
日
で

休
館
日
を
除
く
土
日
、
夏
休
み
期
間
中

で
午
前
十
時
〜
午
後
二
時
及
び
午
後
二

時
〜
午
後
六
時
▼
賃
金
＝
七
七
〇
円

（
時
間
給
）
▼
定
員
＝
若
干
名
▼
試
験

内
容
＝
泳
力
・
筆
記
試
験
、
面
接
▼
試

験
日
＝
五
月
三
日
豢
▼
申
込
み
＝
四
月

十
四
日
貉
〜
四
月
二
十
五
日
豸
の
温
水

プ
ー
ル
開
館
日
に
、
所
定
の
申
込
み
用

紙
（
四
月
一
日
以
降
に
温
水
プ
ー
ル
で

配
布
）
を
持
参
の
上
、
直
接
温
水
プ
ー

ル
事
務
所
へ
▼
問
合
せ
＝
温
水
プ
ー
ル

課
（
薀
祚
２
６
２
７
）

笊
国
の
事
業
ロ
ー
ン
（
普
通
貸
付
）
▼

融
資
額
＝
四
八
〇
〇
万
円
以
内
▼
返
済

期
間
＝
運
転
資
金
は
五
年
以
内
、
設
備

資
金
は
十
年
以
内
▼
利
率
＝
年
一
・
六

五
謾
（
固
定
・
三
月
十
日
現
在
）
笆
国

の
教
育
ロ
ー
ン
▼
融
資
額
＝
学
生
・
生

徒
一
人
に
つ
き
二
〇
〇
万
円
以
内
▼
返

済
期
間
＝
十
年
以
内
▼
利
率
＝
年
一
・

六
五
謾
（
固
定
・
三
月
十
日
現
在
）
▼

問
合
せ
＝
国
民
生
活
金
融
公
庫
泉
佐
野

支
店
（
薀
磆
１
３
５
５
）

中
学
生
を
対
象
に
実
施
す
る
学
習
相

談
会
の
講
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

▼
と
き
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午
後
六

時
〜
七
時
半
▼
募
集
科
目
＝
英
語
・
数

学
▼
対
象
＝
大
学
・
短
大
生
・
専
門
学

校
生
▼
募
集
人
数
＝
若
干
名
▼
提
出
書

類
＝
履
歴
書
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
５
０
０
）

学
習
相
談
会
（
英
語
・
数
学
）
に
参

加
す
る
中
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
・
金
曜
日
午
後
六
時

〜
七
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
学
習
科
目
＝
英
語
・
数
学
▼
対

象
＝
市
内
の
中
学
生
▼
定
員
＝
各
科
目

二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参

加
費
＝
一
教
科
に
つ
き
一
〇
〇
八
円

（
教
材
費
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
四

月
十
六
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
かe

メ
ー
ル
に
学
習
相
談
会
参
加

希
望
、
希
望
科
目
、
参
加
者
・
保
護
者

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒
五
九
〇
・
〇
五
二

一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
／e-

m
ail:seishonen-center@

city.sen
nan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
の
午
後
六
時
〜

七
時
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

内
容
＝
小
学
生
レ
ベ
ル
の
日
本
語
▼
対

象
＝
市
内
在
住
で
以
前
外
国
に
暮
ら
し

て
い
た
青
少
年
及
び
外
国
人
の
子
ど
も

※
い
ず
れ
も
中
学
生
ま
で
▼
定
員
＝
二

〇
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
５
０

０
／e-m

ail:seishonen-center@
city.

sennan.osaka.jp

）

リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
員

を
募
集
し
ま
す

商
工
業
者
に
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す

国
民
生
活
金
融
公
庫

の
融
資
制
度

中
学
生
学
習
相
談
会

講
師
を
募
集
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー

日
本
語
教
室

中
学
生
学
習
相
談
会

生
徒
を
募
集
し
ま
す

泉州南合併協

議会では次のと

おり、第６回・

７回協議会を開

催します

▼と　き＝笊第6回協議会／4

月21日貉

笆第7回協議会／5月7日貊

※時間はいずれも午後2時～

▼ところ＝あいぴあ泉南・大

会議室（樽井1丁目8番47号）

▼その他＝協議会は一般の方

も傍聴することができます。

傍聴の受付は午後1時半から

で、定員は先着100人程度。

事前申込みは不要です。車で

のご来場はご遠慮ください。

▼問合せ＝泉州南合併協議会

事務局（薀磬６４４４）

臨
時
職
員
／
夏
季
温
水

プ
ー
ル
監
視
員

泉南郵便局では、使用済

みの切手やテレフォンカー

ドを回収する「善意の黄色

いポスト」を窓口ロビーに

設置しました。これは、地

域のふれあいを深めること

を目的に設置されるもの

で、回収した切手やテレフ

ォンカードは泉南市ボランティアセンターを通

じてボランティア活動等に役立てられます。

▼設置場所＝泉南郵便局窓口ロビー

▼回収するもの＝使用済みの切手及びテレフォ

ンカード

▼その他＝使用済み切手については、切手のま

わりに5㍉程度の余白部分を残してください

▼問合せ＝泉南郵便局総務課（薀祟０１７８）



駐
車
、
放
置
自
転
車
の
追
放
▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
＝

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う
・
厳
禁
　
速
度
の
出
し

す
ぎ
！
信
号
無
視
！
飲
酒
運
転
！
▼
問
合
せ
＝

環
境
整
備
課
（
内
線
三
四
八
）
／
泉
南
警
察
署

（
薀
磚
１
２
３
４
）

国
民
健
康
保
険
の
資
格
は
、
笊
泉
南
市
へ
の

転
入
あ
る
い
は
出
生
な
ど
に
よ
る
住
民
登
録
笆

社
会
保
険
等
の
資
格
の
喪
失
笳
生
活
保
護
の
廃

止
な
ど
に
よ
り
取
得
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
逆

は
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、
特
に
笆
に
つ
い
て
は
市
で

も
把
握
で
き
ず
、
皆
さ
ん
か
ら
の
届
出
が
あ
っ

て
初
め
て
判
明
す
る
も
の
で
す
。
退
職
な
ど
に

よ
り
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
、
組
合
健
保
等
）

の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
は
、
被
用
者
保
険
の

継
続
手
続
き
（
任
意
継
続
）
を
行
う
か
、
十
四

日
以
内
に
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
届
出
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。「
医
療
機
関
で

受
診
す
る
と
き
に
な
っ
た
ら
加
入
し
よ
う
」
と

し
て
も
保
険
税
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
う
こ
と

に
な
り
、
か
え
っ
て
負
担
が
大
き
く
な
る
の
で

す
。ま

た
、
そ
の
他
の
市
内
転
居
、
世
帯
主
変
更
、

婚
姻
な
ど
に
よ
る
氏
名
の
変
更
等
も
す
べ
て
届

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
適
正
な
届
出

を
行
い
、
二
重
加
入
や
無
保
険
状
態
が
無
い
よ

う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
・
三

八
〇
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

4月1日、8日、22日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
家庭児童 
相談室 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線281） 

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

第2～4金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

国
民
健
康
保
険
の

資
格
取
得
と
喪
失

関西国際空港が今年の

9月4日で開港10周年を迎

え、4月からの1年間で

様々な記念イベントが予

定されています。そして、

その記念イベントのオー

プニングセレモニーを開

催します。まなちゃん＆かなちゃん姉妹やかんくう

キャラクター・カンクンに会いにきませんか。

▼と　き＝4月7日貉午後０時（正午）～／予定
▼ところ＝旅客ターミナル内
▼内　容＝関空特別親善大使（三倉茉奈

み く ら ま な

さん・三倉
みく ら

佳奈
か な

さん姉妹）の任命式等▼入場料＝無料
▼その他＝5月5日豢までの期間、関空のこれまでを
テーマにした写真展をターミナル2階北側多目的カ

ウンターで開催しています

▼問合せ＝関西国際空港譁10周年記念事業事務局
（薀碚２１７５）

関空開港関空開港1010周年オープニングセレモニー周年オープニングセレモニー

泉
南
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
す
る
際
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
笊
三
十
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
笆
今
年
度
に
本
制
度
の
助
成
を
受
け
て

い
な
い
人
笳
申
請
日
の
前
月
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
税
に
未
納
の
な
い
方
笘
現
在
、
内
臓
疾
患

な
ど
の
治
療
中
で
な
い
方
※
笊
〜
笘
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
▼
助
成
額
＝
二
五
〇
〇
〇
円
を
上

限
と
し
ま
す
▼
申
込
み
＝
四
月
一
日
貅
以
降
に
、

印
鑑
と
保
険
証
を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
国

民
健
康
保
険
係
で
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
▼

そ
の
他
＝
今
年
度
か
ら
脳
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
も

助
成
す
る
予
定
で
す
▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課

（
内
線
三
八
〇
・
二
九
一
）

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
方
に
対
し
、
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
一
、
二
級
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
Ａ
判
定
の
療
育
手
帳
を
所
持
し
て

い
る
方
（
施
設
入
所
者
は
除
く
）
▼
助
成
額
＝

初
乗
り
基
本
料
金
（
但
し
、
利
用
で
き
る
タ
ク

シ
ー
会
社
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
）
▼
申
込

み
＝
申
請
さ
れ
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
も

し
く
は
療
育
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
上
、
市
役

所
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害

福
祉
課
（
内
線
二
八
八
）

ご
家
庭
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
移
送

に
耐
え
ら
れ
な
い
在
宅
の
重
度
身
体
障
害
者
の

方
を
対
象
に
、
月
に
一
回
の
ご
利
用
を
限
度
に

移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
移
送
に
耐
え
ら
れ
な
い
重
度
身
体
障

害
者
の
方
▼
費
用
＝
無
料
。
但
し
、
前
年
度
の

所
得
税
額
に
よ
っ
て
費
用
の
一
部
を
ご
負
担
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
そ
の
他
＝
他
の
制

度
（
介
護
保
険
等
）
の
利
用
状
況
や
利
用
希
望

者
本
人
の
状
態
に
よ
り
、
ご
利
用
に
な
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
高
齢

障
害
福
祉
課
（
内
線
三
〇
九
）

学
生
は
一
般
に
所
得
が
な
い
た
め
国
民
年
金

の
保
険
料
を
自
分
で
納
め
る
こ
と
が
困
難
で
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
学
生
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

学
生
納
付
特
例
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困

難
な
学
生
（
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
等
に
在
学
す
る
方
※
夜
間
、

定
時
制
、
通
信
制
を
含
む
）
▼
注
意
＝
▽
学
生

本
人
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
時
は
認
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
特
例
制
度
の
適
用

期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ

ん
▽
十
年
以
内
に
追
納
す
る
と
、
通
常
に
納
付

し
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
に
な
り
ま
す
▼
問
合

せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

泉
南
警
察
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
と
協
力

し
て
、
犯
罪
の
な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会

の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
春
の
地
域
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
＝
四
月
二
十
一
日
貉
〜
四
月
三
十

日
貊
▼
重
点
＝
笊
ひ
っ
た
く
り
、
車
上
狙
い
、

オ
ー
ト
バ
イ
盗
、
自
転
車
盗
等
の
街
頭
犯
罪
の

予
防
検
挙
活
動
笆
空
き
巣
ね
ら
い
、
忍
び
込
み

等
の
侵
入
盗
の
予
防
検
挙
活
動
笳
少
年
の
非
行

防
止
活
動
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署
（
薀
磚
１

２
３
４
）

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
、
交
通
事
故
の
防
止
を
目
的
と
し
て
春

の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間
＝
四
月
六
日
貂
〜
四
月
十
五
日
貅

▼
全
国
重
点
＝
笊
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止
笆
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推

進
笳
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
正
し
い
着

用
の
徹
底
▼
地
域

重
点
＝
め
い
わ
く
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nf ormat i
i

o n
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の

一
部
助
成
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

春
の
地
域
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
　

を
実
施
し
ま
す

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361

国
民
年
金
の
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
存
知
で
す
か



で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま

す
。
か
し
の
き
号
で
は
、
お
一
人
に

つ
き
八
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
巡
回
場
所
、

日
時
は
下
記
巡
回
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

但
し
、
大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況

に
よ
り
、
巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の

貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、

泉
南
市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

平
成
十
六
年
四
月
か
ら
、
次
の
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
巡
回
日
時
を
変
更
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
曜
日
・
時
間
＝
笊
サ
ン
ハ

イ
ツ
和
泉
砂
川
（
第
一
、
三
木
曜
日
の
午
後
二

時
〜
二
時
四
十
五
分
）
笆
フ
ァ
ミ
ー
ル
南
大
阪

（
第
一
、
三
木
曜
日
の
午
後
三
時
十
五
分
〜
四
時
）

笳
ル
ナ
り
ん
く
う
（
第
二
、
四
木
曜
日
の
午
後

二
時
〜
二
時
四
十
五
分
）
笘
八
幡
山
自
治
会
館

（
第
二
、
四
木
曜
日
の
午
後
三
時
〜
三
時
四
十
五

分
）
▼
注
意
＝
五
月
八
日
貍
の
巡
回
に
つ
い
て

は
、
鳴
滝
第
二
小
学
校
（
午
前
十
時
〜
十
時
半
）、

楠
台
一
号
公
園
（
午
前
十
一
時
〜
十
一
時
半
）

に
そ
れ
ぞ
れ
変
更
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）
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か
し
の
き
号
の
巡
回
時
間
　

を
一
部
変
更
し
ま
す

　 　 　 　 珈 玳 珎
玻 笙 笞 珮 珞 璢 琅
瑯 笄 筍 琲 琺 瑕 琿
瑟 筴 筧 瑜 瑩 瑰 瑣
瑪 箘 箟 璋 璞 璧 珈
玳 笳 笘 珀 珥 珮 珞  

4月1日～5月8日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯縹筍琲琺瑕琿
瑟繖筧瑜瑩瑰瑣
瑪繼箟璋璞箚珈
玳珎玻珀笞笵笨  

　 　　　珈玳珎
玻縉笞珮珞璢琅
瑯縹筍琲琺瑕琿
瑟繖筧瑜瑩瑰瑣
瑪繼箟璋箜璧笊
笆笳笘笙珥珮珞  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

4月1日～5月8日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

4月1日～5月8日・薀祟４３６１ 

平成16年度から市税納付に係る納期前納付報奨金の交付率が次のとお

り変わりますのでお知らせします。

▼問合せ＝納税課（内線235／236）

▼納期前納付報奨金＝個人の市・府民税（普通徴収分）及び固定資産税

（償却資産含む）・都市計画税は、納期が年4回に分かれていますが、第

1期の納期に当該年度の税額を一括して納められます（※これを「前納」

といいます）と納期前納付報奨金が交付されます。

▼報奨金の支払い方法＝全期分前納用納付書により、年税額から報奨金

を差し引いた額で納付することができます。

※注　意＝第1期の納期限を過ぎますと報奨金は交付されません。

【報奨金の計算例】

例・１　年税額10万円　期別税額2万5千円の場合

（旧）25,000円×1/100×11ヶ月（前納月数）＝2,750円　報奨金は2,700円

（新）25,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝1,375円　報奨金は1,300円

例・２　年税額200万円　期別税額50万円の場合

（旧）100,000円×1/100×11ヶ月（前納月数）＝11,000円　報奨金は11,000円

200,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝11,000円 報奨金は11,000円　

合計22,000円

（新）100,000円×0.5/100×11ヶ月（前納月数）＝5,500円　報奨金は5,500円

200,000円×0.25/100×11ヶ月（前納月数）＝5,500円 報奨金は5,500円　

合計11,000円

※100円未満は切り捨てとなります

※期別税額が30万円を超える部分については計算の対象としません。 

改定前（旧） 

期別税額 

10万円以下 10万円を超え30万円以下 100分の1 100分の0.5

10万円以下 10万円を超え30万円以下 100分の0.5 100分の0.25

期別税額 交付率 交付率 

改定後（新） 

二
月
十
八
日
貉
の
粗
大
ご
み
収
集
時
に
、
ご

み
収
集
車
が
炎
上
す
る
火
災
事
故
が
発
生
し
ま

し
た
。
消
防
署
に
出
動
を
要
請
、
幸
い
に
し
て

収
集
担
当
職
員
に
ケ
ガ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
収
集
車
両
の
一
部
が
破
損
す
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

事
故
原
因
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
粗
大
ご
み

と
し
て
出
さ
れ
た
ご
み
の
中
に
、
ガ
ス
の
残
っ

た
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
が
混
入
さ

れ
て
い
た
も
の
と
判
明
し
ま
し
た
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
不
燃

ご
み
と
し
て
電
話
申
込
み
に
よ
る
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶

は
き
ち
ん
と
使
い
切
り
、
さ
ら
に
穴
を
開
け
る

等
、
適
切
な
処
理
を
し
て
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
重
大
な
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

介
護
保
険
制
度
と
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な

ど
で
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
が
、
安
心
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
社
会
全

体
で
支
え
合
っ
て
い
く
制
度
で
、
六
十
五
歳
以

上
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方
は
、
介
護
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
六
十
五
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
基
準
額

は
三
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
泉
南
市
の
基
準
額
は
、
平
成
十
七
年
度
ま

で
現
行
の
額
に
据
え
置
く
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
十
六
年
度
の
介
護
保
険
料
（
六
十
五

歳
以
上
の
第
一
号
被
保
険
者
）
は
次
の
表
の
と

お
り
で
す
。

な
お
、
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
特

別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
は
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
、
普
通
徴

収
は
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
か
、
口
座
振

替
の
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
介
護
保
険
料
の
金
額
は
、
四
月
か
ら
三
月

ま
で
の
一
年
間
の
年
額
で
計
算
さ
れ
、
特
別
徴

収
は
六
回
払
い
、
普
通
徴
収
は
十
回
払
い
と
な

り
ま
す
。
但
し
、
年
度
途
中
に
六
十
五
歳
に
な

っ
た
方
や
転
入
さ
れ
た
方
は
、
そ
の
月
か
ら
の

計
算
と
な
り
ま
す
。

▼
注
意
＝
介
護
保
険
料
を
一
年
以
上
滞
納
す
る

と
、
保
険
給
付
を
受
け
る
と
き
に
制
約
を
受
け

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
第
一
段
階
の
老

齢
福
祉
年
金
受
給
者
及
び
第
二
段
階
の
方
の
内
、

生
活
困
窮
者
（
生
活
保
護
受
給
者
に
準
ず
る
状

況
に
あ
る
方
）
を
対
象
に
減
額
規
定
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
介
護

保
険
課
（
内
線
三
三
六
・
三
三
七
・
三
三
九
）

四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
期
間
、
図
書
館
の
金

曜
日
の
開
館
時
間
が
午
前
十
一
時
か
ら
午
後
六

時
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
金
曜
日
以
外
の
開
館
時
間
は
今
ま
で

通
り
、
午
前
十
時
〜
午
後
五
時
ま
で
と
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

移
動
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
お
と
な
の

本
と
こ
ど
も
の
本
（
約
二
六
〇
〇
冊
）
を
積
ん
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　　　　珈膂珎
玻笙珥珮珞膩琅
瑯笄珸琲琺臂琿
瑟筴瑁瑜瑩臈瑣
瑪箘瑾璋箜箚珈
玳笳笘笙笞腟珞  

鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

関空山の手台 

砂川集会所前 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

浜老人集会場 

西信達公民館 

4月 5月 4月 5月 
2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45★ 

2:00～ 
2:30

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00★ 

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45★ 

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45★ 

3:00～ 
4:00

4月1日～5月8日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

笨 ⑲ 
笨 ⑲ 
笨 ⑳ 
笨 ⑳ 
⑦ 澡 
⑦ 澡 

⑦ 澡 
⑦ 澡 
① ⑮ 
① ⑮ 
② ⑯ 
② ⑯ 

⑫ 濟 
⑫ 濟 
⑬ 濕 
⑬ 濕 
⑭ 濬 
⑭ 濬 

⑭ 濬 
⑭ 濬 
⑧ 澤 
⑧ 澤 
⑨ 澹 
⑨ 澹 

●は土曜日の巡回です 

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

ご
み
収
集
時
に
火
災
事
故

が
発
生
し
ま
し
た

図
書
館
の
開
館
時
間
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

★印のステーションは時間を変更していますので、ご注意ください。

20,100円 

30,200円 

40,200円 

50,300円 

60,300円 

2,100円 

3,200円 

4,200円 

5,300円 

6,300円 

2,000円 

3,000円 

4,000円 

5,000円 

6,000円 

3,300円 

5,000円 

6,700円 

8,300円 

10,000円 

3,400円 

5,200円 

6,700円 

8,600円 

10,100円 

3,400円 

5,000円 

6,700円 

8,400円 

10,100円 



市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
い
る
自
動

交
付
機
を
利
用
す
る
と
、
市
役
所
の
執
務
時
間

外
で
も
住
民
票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
等
の
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
利
用
す
る
に

は
、
本
人
が
暗
証
番
号
を
届
け
、
請
求
者
識
別

カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る
方
は
、
印
鑑
登
録
証

カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
※
官
公
署
発
行
の

写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
で
き
る
時
間
＝
一
月
五
日
〜
十
二
月
二

十
九
日
の
平
日
（
午
前
八
時
〜
午
後
七
時
）、
土

日
祝
日
（
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
）
※
毎
月
第

三
木
曜
日
は
保
守
点
検
の
た
め
午
後
三
時
ま
で

▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

子
育
て
や
教
育
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
九
時
半
〜
正
午
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
薀
祚
３
５
０
０
／e-

m
ail:seishonen-center@

city.sennan.

osaka.jp

）
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こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

休
日
で
も
住
民
票
等
を

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

盧地域審議会＝合併特例法では、旧市町

の区域のごとに当該区域に係る事務に関

し、新市の市町の諮問に応じて審議し、

意見を述べる審議会を置くことができる

と規定しています。協議会では、審議会

の設置の有無及び構成員の定数、任期等

の協議が必要です。

盪議会の議員の定数及び任期＝新設合併

の場合は、合併関係市町村の議会の議員

はすべて失職し、新市の法定数による設

置選挙を行うのが原則です。但し、合併

特例法に規定されている特例措置として、

笊設置選挙において新設合併の特例定数

とするのか、笆合併関係市町村の議会の

議員は2年以内の間、新市の議員として在

任する特例とするのか、のいずれかを選

択することもできますので、合併協議会

における協議が必要です。

蘯農業委員会の委員の定数及び任期＝新

設合併の場合は、原則として関係市町村

の農業委員会の委員はその身分を失うこ

とになります。但し、新市の区域に一つ

の農業委員会を置く場合は、委員の定数

及び任期の取扱いについて特例がありま

すので、協議が必要です。

盻地方税＝市町村が課税することができ

る税は、関係市町村間で課税する税目や

税額が異なっている場合があります。住

民負担に均衡を欠くことになる場合もあ

るため、合併特例法では、合併後５年間

に限り、不均一課税することができると

されています。合併後、不均一課税をす

るか否か、また不均一課税する場合は、

その税目、実施時期等についての協議が

必要です。

眈一般職の職員の身分＝合併特例法では、

合併の際、現にその職にある合併関係市

町村の一般職の職員が、引き続き新市の

職員としてのその身分を保有するように

措置しなければならないと定められてい

るため、一般職の職員の身分の取扱いに

ついて協議が必要です。

眇特別職の身分＝各市町の長、助役、収

入役、各種委員会等の特別職については、

新設合併の場合には、関係市町の特別職

の職員はすべて失職し、新市で新たに選

挙、選任されることになります。

眄条例・規則等＝新設合併の場合、関係

市町村で施行されていた条例、規則等は

すべて失効し、新市の条例、規則等が施

行されることになります。新市の条例、

規則等が施行されるまでの間は、新市の

長の職務執行者は、従来の条例、規則等

を引き続き施行することができることと

されており、必要と認めるときは、新し

い条例を専決処分により制定して施行す

ることもできます。

眩組織及び機構＝新市の組織や機構の整

備は、新市の長の職務執行者のもとで行

われることになりますが、その内容につ

いては、協議会であらかじめ方針を定め、

合併後の事務処理に支障のないようにす

るため、組織及び機構の取扱いについて

協議が必要です。

眤一部事務組合等＝合併関係市町村が構

成団体となっている一部事務組合や機関

の共同設置については、構成団体に変動

が生じるので、その取扱についての協議

が必要です。

眞使用料・手数料＝合併関係市町村の間

で同一目的の施設や同一種類の事務につ

いて、使用

料・手数料

が異なって

いる場合に

は、あらか

じめその取

扱いについ

ての協議が

必要です。

泉州南合併協議会において協議調整される項目についてお知らせします。

▼問合せ＝政策推進課（内線287・349）

笊
空
き
か
ん
・
空
き
び
ん
＝
か
ん
・
び
ん
専
用

袋
（
青
色
文
字
）
に
、
か
ん
と
び
ん
を
一
緒
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
※
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

ス
プ
レ
ー
缶
は
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い

笆
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
＝
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
専
用
袋

（
赤
色
文
字
）
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
を
入
れ

て
出
し
て
く
だ
さ
い
笳
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
＝
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
専
用
袋
（
黒
色
文
字
）
に
、
そ
の
他
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
だ
け
を
入
れ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
＝
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
た
り
、

ご
み
を
混
合
に
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、
収
集
業

務
や
再
資
源
化
処
理
に
支
障
が
で
ま
す
。
円
滑

な
処
理
を
行
う
た
め
、
か
ん
・
び
ん
以
外
は
絶

対
に
混
合
で
指
定
袋
に
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
※
笊
笆
笳
は
い
ず
れ
も
指
定
袋
以

外
の
袋
を
使
用
さ
れ
た
場
合
は
収
集
は
行
い
ま

せ
ん
。
ま
た
、
す
べ
て
の
ご
み
は
収
集
日
の
午

前
九
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集
積
場
所
へ
分

別
し
て
出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

最
近
、
ペ
ッ
ト
に
よ
る
フ
ン
や
鳴
き
声
に
よ

る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
は
大
切
な

家
族
の
一
員
で
す
。
愛
情
を
持
っ
て
育
て
、
正

し
く
し
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
散

歩
の
時
な
ど
は
、
必
ず
フ
ン
を
持
ち
帰
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
▽
環
境
整

備
課
（
内
線
二
四
一
）

▽
保
健
セ
ン
タ
ー
（
薀

祗
７
６
１
５
）

資
源
ご
み
の
分
別
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ペ
ッ
ト
は
正
し
く

飼
い
ま
し
ょ
う

盧地域ぐるみで子どもを守るネットワークづくり

①子ども安全パトロール員の募集（市民ボランティア）

②あんしんネットの構築（携帯メールで不審者情報の受信）

澆子ども安全パトロール隊（委託警備会社が通学路や学校

園を巡回）

盪家庭の教育機能総合支援モデル事業（大阪府教育委員会

委嘱）＝家庭教育サポートチームをつくり家庭訪問等、家

庭の教育機能の総合支援を図ります。

蘯学力向上支援事業（文部科学省委

嘱）＝教員志望の学生等を活用し、

つまづきの解消や学習意欲の向上を

図ります。

盻子どもと親の相談員を配置しま

す＝小学校に子どもと親の相談員を

配置し、不登校や問題行動、児童虐待等の未然防止、早期

発見、早期対応に関する調査研究を行います。

眈わがまちの誇れる学校づくり推進事業（大阪府委託事業）

少子化対策の推進を
目的に、すべての自治
体に平成17年3月まで
に子育て支援のための
施策を体系的に行うた
めの計画、いわゆる行
動計画の策定が義務づけられました。
泉南市においても（仮称）泉南市次世代育成支

援対策地域行動計画を策定することとなり、行動
計画策定委員会を設置し、同計画の策定に向けて
日々検討を重ねています。そして、この計画を市
民の皆さまの意見をより反映したものとするた
め、幅広く市民の皆さまのご意見等を募集します。
▼テーマ＝子育て環境・子育て支援について
▼申込み＝ファクス（蕭祟７６６７）かeメール
（jidou-f@city.sennan.lg.jp）または郵送（〒
590－0592・住所不要・泉南市役所児童福祉課）
でご意見をお寄せください
▼その他＝お寄せいただいたご意見等は策定委員
会で十分に検討させていただきます
▼問合せ＝児童福祉課（内線281）

泉南市教育委員会では、市内の幼・小・中学校教育を子ども、保護者、社会のニーズにお応えするため、校園長のリー

ダーシップとマネジメントによる学校園の活性化及び園児、児童、生徒が安心して学ぶことができる学校園の安全管理を

視野にいれながら、基礎・基本の確実な定着や自ら学び、自ら考える力などの「確かな学力」の育成を図るとともに、豊

かな心の育成、健康・体力づくりをめざした様々な取り組みを展開することとしています。その中のいくつかの新しい施

策や事業をご紹介します。 ▼問合せ＝指導課（内線277）

笊泉南市子ども安全大会・・・・・・・・・・・・
▼とき＝4月4日豸午後1時半～▼ところ＝文化ホール▼内
容＝▽講演会／地域ぐるみで子どもを守るネットワーク
づくり▽結成式・説明会／子ども安全パトロール員の募
集、あんしんネット、子ども安全パトロール隊▼入場
料＝無料▼申込み＝事前申込みは不要です▼問合せ＝指
導課（内線277）
笆地域の人材を募集します・・・・・・・・・・・
教員志望の大学生、教員免許を有する方、臨床心理士

をめざしている方等、地域の人材を募集しています。
▼申込み・問合せ＝指導課（内線277）



泉
南
市
商
工
会
で
は
、
イ
オ
ン
対
策
相
談
室

を
開
設
し
ま
し
た
。
イ
オ
ン
出
店
に
対
応
す
る

た
め
、
経
営
の
強
化
を
図
り
た
い
。
こ
の
機
会

に
事
業
の
体
質
改
善
を
図
り
た
い
等
、
経
営
や

融
資
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
専
門
の
先
生
に
よ
る
指
導
（
要
予
約
）

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ふ
る
っ
て
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工
会
（
薀
祟
６
３
６
５
）

泉
南
市
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
や
雑
誌
、

Ａ
Ｖ
（
視
聴
覚
）
資
料
の
検
索
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
泉
南
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.sennan.

osaka.jp/

）
の
施
設
情
報
「
図
書
館
」
か
ら

「
蔵
書
検
索
」
に
お
入
り
い
た
だ
く
と
検
索
用
の

メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
以
降
は

画
面
の
指
示
に
従
っ
て
お
進
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

総
務
省
及
び
経
済
産
業
省
で
は
六
月
一
日
、

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及

び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
一
枚
の
調
査
票
で

同
時
に
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
民
営
の
事
業
所
の
す

べ
て
が
対
象
と
な
り
、
調
査
の
結
果
は
地
域
開

発
計
画
や
商
業
の
育
成
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
振
興

等
に
係
る
諸
施
策
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て

実
施
さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で
あ
り
、
提
出

さ
れ
た
調
査
票
を
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
五
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
各
事
業
所
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

市
役
所
一
階
に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交

付
を
求
め
る
情
報
公
開
請
求
、
市
が
保
有
す
る

自
己
の
個
人
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
求

め
る
自
己
情
報
開
示
請
求
な
ど
の
受
付
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
資
料

の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後

〇
時
四
十
五
分
〜
五
時
十
五
分
▼
そ
の
他
＝
コ

イ
ン
式
セ
ル
フ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
コ
ピ
ー
料
金
は
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
（
Ｂ
５

〜
Ａ
３
判
黒
色
単
色
）
▼
問
合
せ
＝
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
（
内
線
三
六
一
）

野
焼
き
は
、
ば
い
煙
の
発
生
だ
け
で
な
く
、

悪
臭
や
有
害
物
質
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
」
等
発

生
の
原
因
と
も
な
り
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪

影
響
を
与
え
ま
す
の
で
、
絶
対
に
行
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
建
設
廃
材
等
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
、

適
正
な
処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課
（
内
線
三
五
八
）
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図
書
館
の
蔵
書
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
検
索
で
き
ま
す

統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

み
ん
な
が
迷
惑
で
す

あ
な
た
の
野
焼
き

▼Ｑ・１＝高病原性鳥インフルエンザは、

ヒトに感染するんですか。

▼Ａ・１＝鳥インフルエンザとヒトのイン

フルエンザは異なったウィルスです。ヒト

が鳥インフルエンザに感染するのは、感染

したトリと近距離で接触した場合。または

その内臓や排泄物に接触した場合等が考え

られます。

▼Ｑ・２＝ヒトではどのような予防方法が

ありますか。

▼Ａ・２＝日常の生活の中では、鳥インフ

ルエンザに関する特別な予防を行う必要は

ありません。トリや動物に直接接触したり、

養鶏農場に立ち入った場合は手洗い、うが

い等をしましょう。

▼Ｑ・３＝高病原性鳥インフルエンザウィ

ルスが存在した鶏肉や鶏卵を食べても大丈

夫ですか。

▼Ａ・３＝鶏肉や鶏卵を食べることによっ

てヒトが感染した例はありません。ウィル

スは適切な加熱により死滅するとされてお

り、一般的な方法として、食品の中心が

70℃になるように加熱すれば死滅します。

※ペットでとりを飼育されている皆さまへ

ペットとしてご家庭で飼育されているト

リが直ちに危険になるということはありま

せん。引き続き、飼育いただきますようお

願いします。但し、トリをインフルエンザ

から守り、またヒトへの感染を予防するた

め、飼育しているトリと野鳥の接触を避け、

飼育場所を清潔に保つようにしましょう。

また、トリに触ったり、世話をした後は必

ず手洗いとうがいをしましょう。

突然多数のトリが死ぬなどの異変があれ

ば、ご連絡ください。

▼ヒトの健康及び食の安全に関する問合

せ＝泉佐野保健所（薀磆７７０１）▼トリ

等の病気に関する問合せ＝大阪府農政室推

進課畜産振興グループ（薀０６－６９４

４－６７４５）

商
業
者
の
方
を
対
象
に

相
談
室
を
開
設
し
ま
す

印
鑑
証
明
は
、
泉
南
市
に
登
録
さ
れ
た
個
人

の
印
鑑
（
印
影
）
を
証
明
す
る
も
の
で
す
。
こ

の
印
鑑
証
明
は
個
人
が
社
会
生
活
の
中
で
必
要

に
な
る
種
々
の
手
続
き
や
法
律
行
為
に
用
い
ら

れ
、
特
に
資
産
の
処
分
や
融
資
の
手
続
き
に
は

欠
か
せ
な
い
な
ど
、
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
市
で
は
印
鑑
登

録
申
請
の
取
扱
に
あ
た
っ
て
は
、
よ
り
慎
重
で

あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
登
録
さ
れ
た

方
自
身
も
、
登
録
し
た
印
鑑
（
実
印
）
や
印
鑑

登
録
証
（
登
録
済
を
証
明
す
る
カ
ー
ド
）
の
保

管
に
は
十
分
な
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
印
鑑
登
録
を
本
人
が
申
請
す
る
場
合
＝
官
公

署
発
行
の
写
真
の
貼
付
さ
れ
た
証
明
書
（
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
が
あ
る
場
合
、
ま

た
は
、
印
鑑
登
録
す
る
人
を
市
内
在
住
の
す
で

に
印
鑑
登
録
を
さ
れ
て
い
る
方
（
二
十
歳
未
満

の
人
は
除
く
）
が
、
本
人
で
あ
る
こ
と
を
保
証

す
る
こ
と
に
よ
り
印
鑑
登
録
証
を
即
日
交
付
で

き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
所
定
の
保
証
書
（
登
録

印
鑑
を
押
印
し
た
も
の
）
が
必
要
で
す
。
運
転

免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
が
な
い
場
合
及
び
保

証
人
が
い
な
い
時
は
、
本
人
の
意
思
確
認
を
す

る
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所
地
宛
に
送
付

し
ま
す
。
照
会
書
が
届
い
て
か
ら
所
定
の
期
日

内
に
必
要
事
項
を
記
載
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
時
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
代
理
人
が
登
録
申
請
す
る
場
合
＝
本
人
が
自

署
、
及
び
登
録
申
請
す
る
印
鑑
を
押
印
し
た
委

任
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
十
五
歳
未
満
の

人
は
代
理
人
に
な
れ
ま
せ
ん
）。
申
請
後
、
本
人

の
意
思
確
認
の
た
め
の
照
会
書
を
本
人
の
住
所

地
宛
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
照
会
書
が
届
い
て

か
ら
所
定
の
期
日
内
に
、
必
要
事
項
を
記
載
し

て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
時
に
印
鑑
登
録

証
を
交
付
し
ま
す
▼
未
成
年
者
が
印
鑑
登
録
申

請
す
る
場
合
＝
父
母
（
ど
ち
ら
か
一
方
）
の
同

意
書
（
登
録
印
を
押
印
し
た
も
の
）
が
必
要
で

す
。
な
お
、
十
五
歳
未
満
及
び
成
年
被
後
見
人
、

ま
た
は
成
年
被
後
見
人
と
み
な
さ
れ
る
人
は
印

鑑
登
録
で
き
ま
せ
ん
▼
本
人
が
印
鑑
証
明
を
申

請
す
る
場
合
＝
所
定
の
申
請
用
紙
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
及
び
必
要
枚
数
を
記

入
し
、
必
ず
印
鑑
登
録
証
を
添
え
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
▼
代
理
人
が
印
鑑
証
明
を
申
請
す
る

場
合
＝
所
定
の
申
請
用
紙
に
印
鑑
登
録
者
及
び

代
理
人
の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、

必
要
枚
数
を
正
確
に
記
入
し
、
必
ず
印
鑑
登
録

証
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝

市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

笊
縦
覧
制
度
＝
納
税
義
務
者
の
方
が
他
の
所
有

者
の
土
地
や
家
屋
と
比
較
し
て
、
価
格
（
評
価

額
）
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
に
、
土
地
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦

覧
に
供
す
る
制
度
で
す
。
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
に
は
所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
を

記
載
し
て
い
ま
す
。
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
に

は
所
在
、
家
屋
番
号
、
建
築
年
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
、
価
格
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

▼
縦
覧
期
間
＝
四
月
一
日
貅
〜
五
月
三
十
一
日

豺
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
※
土
日
祝
日
は
除

く
▼
縦
覧
場
所
＝
課
税
課
固
定
資
産
税
係
▼
縦

覧
で
き
る
方
＝
泉
南
市
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
▼
そ
の
他
＝
▽

印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

笆
閲
覧
制
度
＝
納
税
義
務
者
の
方
が
名
寄
帳
を

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資

産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
納
税
義

務
者
の
他
、
借
地
・
借
家
人
の
方
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
閲
覧
期
間
＝
四
月
一
日
貅
以
降
（
土
日
祝
日

は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
▼
閲
覧
場

所
＝
課
税
課
固
定
資
産
税
係
▼
閲
覧
の
で
き
る

方
＝
▽
所
有
者
本
人
及
び
同
居
親
族
の
方
▽
借

地
・
借
家
人
の
方
（
確
認
の
た
め
、
賃
貸
借
契

約
書
等
の
書
類
が
必
要
で
す
）
▼
そ
の
他
＝
▽

印
鑑
（
認
め
印
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
▽
代
理

人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す

▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
二
九
・
二
三
九
）
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印
鑑
証
明
の
手
続
き
は
次
の

よ
う
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

▼とき・ところ＝次表をご参照ください

▼費　用＝▽注射料金は2,650円▽注射済票交付手数

料は550円▽登録手数料は3,000円（平成7年4月以降に

飼犬登録をされた方は不要です）

▼携行品＝注射済票交付手数料領収書用紙（事前に郵

送します）、死亡届、変更届も受付します

▼その他＝▽開始時間が遅れる場合があります▽雨天

等で中止になる場合があります▽注射会場には犬を十

分に制御できる方がお連れください

▼問合せ＝保健センター（薀祗７６１５）

4月2日貊 

4月5日豺 

4月6日貂 

4月7日貉 

10:00～10:45
11:00～11:30
13:30～14:00
14:15～14:45
15:00～15:20

男里老人集会場駐車場 
馬場老人集会場 
幡代老人集会場 
岡中朝日山住宅入口 

10:00～10:45
11:00～11:30
13:30～14:30

浜区民センター 
樽井小学校正門前 
樽井公民館 

岡中老人集会場 

10:00～10:45
11:00～11:30
13:30～14:30
14:45～15:00

渚団地公園 
西信達公民館 

10:00～10:20
10:35～11:30

兎田青年会館 
東和苑公園前 

吉見・岡田住宅集会場 

人権ふれあいセンター裏駐車場 

4月8日貅 

4月9日貊 

4月11日豸 

13:30～14:50
15:00～15:40
10:00～10:35
10:45～11:15
11:30～11:45

新家公民館 
新家幸徳大橋北側 
大苗代老人集会場 
市場敬老会館 

13:30～14:00
14:15～14:30
14:45～15:15

図書館駐輪場 
十二本松遙拝所 
信達公民館 

市場大発団地公園 

9:45～10:00
10:20～11:40
13:30～14:10
14:15～15:45

新家八幡山団地入口 
府警団地集会場 

10:00～12:00 保健センター 
砂川集会場 

東信達（金熊寺）老人集会場 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
・
閲
覧
が
で
き
ま
す



【
特
設
・
女
性
の
た
め
の
相
談
電
話
リ
ポ
ー
ト
】

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
『
女
性
の
た
め
の

電
話
相
談
』
に
さ
き
だ
ち
、
二
月
十
六
日
、
二

月
十
七
日
、
二
月
十
八
日
の
三
日
間
、
特
設
電

話
相
談
を
実
施
し
ま
し
た
。

三
日
間
で
十
二
件
の
電
話
相
談
が
あ
り
、
相

談
内
容
も
夫
婦
、
性
格
、
生
き
方
、
離
婚
、
家

族
、
対
人
関
係
な
ど
、
複
雑
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え
、
困
惑
の
中
で

日
々
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
女
性
が
多
数
お
ら

れ
、
何
ら
か
の
理
由
で
面
接
相
談
は
利
用
で
き

な
い
が
、
電
話
相
談
な
ら
利
用
で
き
る
方
も
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。ま

た
、
相
談
者
の
中
に
は
、「
広
報
せ
ん
な
ん

で
電
話
相
談
の
こ
と
を
知
り
、
こ
の
日
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。」
と
い

う
方
も
お
ら
れ
、
定
期

的
な
『
女
性
の
た
め
の

電
話
相
談
』
の
開
設
が

望
ま
れ
て
い
る
こ
と
も

確
認
で
き
ま
し
た
。
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▼と　き・内　容＝次の表のとお
り※時間はすべて午後2時～4時
▼ところ＝人権ふれあいセンター
▼テーマ＝伝承文化にひそむ「聖」
と「賎」
▼講　師＝松原右樹さん（府立高
校教諭、民俗学者）
▼定　員＝50人（多数の場合は
抽選）

▼参加費＝無料
▼申込み＝4月30日貊（必着）ま
でに、ハガキまたはファクスに住
所、氏名、電話番号、人権文化講
座第1部希望、手話通訳希望（必
要な方）を明記の上、〒590－
0592（住所不要）泉南市役所人
権推進課（蕭祗００７５）へ
▼問合せ＝人権推進課（内線270）

ニュース報道における問題点、視聴

率競争による刺激的な映像づくり、表

現への規制、映像メディアの持ってい

る力について、あまり知られていない

ニュース制作の過程や講師の小山さん

自ら企画、取材、制作に関わったドキ

ュメンタリー映像を交えながら、テレ

ビ放送による人権侵害の状況につい

て、わかりやすくお話いただきます。

▼と　き＝4月17日貍午後2時半～4時

▼ところ＝あいぴあ泉南1階大会議室

▼テーマ＝報道と人権

▼講　師＝小山帥人
こやまおさひと

さん（元NHK大阪

放送局報道部カメラマン）

▼入場料＝無料

▼申込み＝事前申込みは不要です

▼その他＝手話通訳あり

▼問合せ＝人権推進課（内線270）

宅地建物取引の場で、同和地

区であるかどうかを尋ねたり、

同和地区であることを理由に宅

地建物を購入しないということ

は差別となります。

また、外国人・障害者・高齢

者・女性などであるという理由

だけで入居を断ることも差別と

なります。

こうした差別をなくすため、

大阪府や泉南市では、宅地建物

取引業界とともに、啓発に取り

組んでいます。

住まいの差別をなくし、すべ

ての人の人権が尊重されるまち

を、私たちみんなの力で築きま

しょう。

▼問合せ＝大阪府建築振興課

（薀06－6941－0351）

高野・熊野が世界遺産に登録される見通しです。その聖地を
めざして高野・熊野街道をさすらった人々と、被差別民の生活
や伝承文化を通じて、差別構造にかかわるケガレ観がなぜ発生
したのか、伝承文化の「聖」と「賎」とを考えながら、人間の
もつ尊厳とは何かということをあらためて問い直します。

第1講座/6月18日貊 

第2講座/7月16日貊 

第3講座/9月17日貊 

『
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
』
は
、
女
性
が

日
々
直
面
し
て
い
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
、

女
性
と
し
て
の
立
場
と
観
点
か
ら
、
相
談
者
の

自
立
と
主
体
的
な
生
き
方
を
め
ざ
し
、
電
話
で

の
相
談
者
の
切
実
な
軈
こ
こ
ろ
の
声
軋
に
耳
を

傾
け
、
必
要
な
援
助
と
問
題
解
決
の
た
め
の
サ

ポ
ー
ト
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

女
性
は
様
々
な
人
間
関
係
に
お
い
て
、
し
ば

し
ば
調
整
役
と
し
て
扱
わ
れ
、
自
分
の
思
い
や

悩
み
を
心
の
中
に
押
し
込
め
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
少

し
楽
に
な
っ
た
り
、
問
題
が
整
理
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
は
じ
め
て
の
子
育

て
で
不
安
‥
」「
最
近
、
夫
と
話
す
機
会
が
な
い
。」

「
離
婚
し
た
い
が
、
経
済
的
に
不
安
。」「
近
所
の

人
と
う
ま
く
つ
き
あ
え
な
い
。」「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
が
病
気
が
ち
で
看
病
が
大
変
。」
等
々
。
ど
ん

な
内
容
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
、
一
度
、
お
電
話

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
相
談
日
＝
毎
月
第
二
、
三
、
四
木
曜
日
、

午
前
十
時
〜
正
午
、
午
後
一
時
〜
三
時
（
祝
日

は
除
く
）
※
実
施
日
は
次
の
日
程
表
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
▼
相
談
専
用
電

話
＝
薀
祗
０
５
９
０
▼
そ

の
他
＝
▽
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
は
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
▽
匿
名
で
の
相
談

に
応
じ
ま
す
の
で
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
固
く
保
護
さ

れ
ま
す
。
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泉
南
市
で
は
、
平
成
九
年
度
か
ら
『
女
性
相
談
（
面
接
相
談
）』
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、「
子
ど
も
が
小
さ
い
の
で
出
か
け
る
の
が
大
変
」「
今
す
ぐ
こ
の
思

い
や
悩
み
を
誰
か
に
聴
い
て
も
ら
い
た
い
」「
電
話
だ
っ
た
ら
気
軽
に
相
談
で
き

る
の
に
‥
」
と
い
っ
た
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
、
四
月
か
ら
従
来
の
「
女
性

相
談
」
に
加
え
、
女
性
相
談
員
に
よ
る
『
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談
』
を
開
設
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

あなたの生活の中で誰との関係の持ち方が難しいと考
えていますか？お隣さん、姑（しゅうとめ）、舅（しゅう
と）、夫、子ども、子どもの友だちの親‥。「あの一言」
が何気なく、気持ちに引っかかり、次の行動に結びつか
ない‥。ちょっとしたことがつき合いに響いていません
か？女性の悩みは、それぞれ固有のものであっても、文
化や社会制度の中で「女性として」育てられ、「女性だか
ら」と扱われる社会環境や地域、家族など、他の要因が
背景にあるという点で共通していると考えられます。ま

た、人間関係において、女性は「よく気がついて、人の
世話を喜びとし、家族に愛情を注ぐこと」を期待され、
自分の怒りや不快の感情を抑えるように言われてきまし
た。自分の感情を抑え、他者を優先することが身につく
と、自分自身に向け、使われるべきエネルギーが奪われ、
自分に自信がなくなり、人との関わりを難しくします。
女性の抱える様々な悩みから見える暮らしの中のコミュ
ニケーションとは‥？ジェンダーの視点から共に考えて
みませんか。 ▼問合せ＝人権推進課（内線270）

▼と　き＝笊4月16日貊笆4月23日貊笳4月30日貊※時間は
すべて午前10時～正午
▼ところ＝あいぴあ泉南3階研修室
▼内　容＝暮らしの中のコミュニケーションとは～私の場
合～笊笆笳※ワークショップ形式で行います
▼講　師＝笊谷田寿美江

た に だ す み え

さん笆高見陽子
たか み よ う こ

さん笳阿古安子
あ こ や す こ

さ
ん※すべてウィメンズセンター大阪フェミニストカウンセ
ラーの方々です
▼定　員＝20人（多数の場合は抽選）▼参加費＝無料
▼手話通訳＝事前申込みが必要です

▼一時保育＝対象は1歳以上、就学前の子どもで定員は10
人（多数の場合は抽選）。費用は500円（保険代／初回のみ
で平成17年3月31日まで有効）が必要です。
▼申込み＝4月7日貉～4月13日貂（必着）までに、電話、
ファクス、ハガキ、eメールのいずれかで住所、氏名（ふり
がな）、電話番号、手話通訳・一時保育の要否（一時保育を
希望する場合は、子どもの名前、生年月日）を明記の上、
〒590－0592（住所不要）泉南市役所人権推進課（薀祟０
００１・内線270／蕭祗００７５／e-mail : jinken.@city.
sennan.osaka.jp）へ



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００４.４）
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

リトルまま教室 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

ポリオの予防接種 

循環器検診 
精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

笊４月７日貉 
笆５月12日貉 

笊平成15年11月生 
笆平成15年12月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

４月28日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年９月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

４月14日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年９月生 

４月22日貅 
午後１時半～２時 平成13年９月生 

歯みがき教室 ４月22日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年８月生 
平成14年８月生 

４月12日豺、16日貊 
午後１時半～２時半 

４月７日貉ツベルクリン反応検査 
４月９日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後３か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済 
ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

風しんの予防接種 ４月26日豺 午後１時半～２時半 
生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

日本脳炎の予防接種 ４月２日貊、21日貉 午後１時半～２時半 
第1期は3歳～7歳6か月未満。初回接種は約1～4週間隔で2回。追加接種は初回接種の2回終了後、約1年後に1回。第2期 
は9歳～13歳未満。第3期は14～16歳未満。対象年齢内に1回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第２・４水曜日 
午前9時半～10時半（要予約） 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 
４月22日貅・スカイシティオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

4月12日豺、19日豺、23日貊、5月 
7日貊、17日豺、28日貊午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳幼児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

４月19日豺 
午後１時～３時 

４月20日貂 
４月27日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ４月23日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ４月23日貊 午後１時半～３時 
妊婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月以内に受診し 
てください。※歯みがき教室に歯科健診はありません。 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第２～４金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼東信達老人集会場第2、4 
　木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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▼
と
き
＝
六
月
二
十
四
日
貅
、
七
月
二

十
六
日
豺
、
九
月
九
日
貅
の
午
前
中
※

時
間
予
約
制
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ

ー
▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民
※
妊

娠
中
の
方
は
除
く
▼
定
員
＝
各
日
五
〇

人
（
先
着
順
）
▼
費
用
＝
胃
が
ん
検
診

は
八
〇
〇
円
、
大
腸
が
ん
検
診
は
二
〇

〇
円
※
検
診
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼

申
込
み
＝
四
月
十
九
日
豺
以
降
に
、
お

電
話
ま
た
は
直
接
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

へ
▼
そ
の
他
＝
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
検

診
は
な
る
べ
く
セ
ッ
ト
で
受
診
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ=

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
七
月
八
日
貅
、
七
月
十
五
日

貅
、
七
月
二
十
二
日
貅
、
七
月
二
十
九

日
貅
、
十
月
七
日
貅
、
十
月
十
四
日
貅

の
午
前
中
※
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

四
十
歳
以
上
の
市
民
▼
内
容
＝
基
本
健

康
診
査
、
各
種
が
ん
（
肺
、
胃
、
大
腸
）

検
診
、
歯
科
検
診
、
骨
密
度
測
定
の
セ

ッ
ト
健
診
▼
定
員
＝
各
日
五
〇
人
（
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
一
〇
〇

〇
円
※
健
診
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
▼

申
込
み
＝
四
月
五
日
豺
〜
四
月
二
十
三

日
貊
の
期
間
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
さ
く

ら
健
診
希
望
、
健
診
希
望
日
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
〇
四
泉
南
市

信
達
市
場
一
五
八
四
番
地
の
一
・
泉
南

市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
※
結
果
は
通
知

し
ま
す
▼
そ
の
他
＝
ハ
ガ
キ
の
記
入
方

法
等
に
つ
い
て
は
、
保
存
版
平
成
十
六

年
度
成
人
保
健
事
業
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

二
歳
児
歯
科
健
診
は
、
平
成
十
六
年

三
月
を
も
ち
ま
し
て
、
終
了
い
た
し
ま

し
た
。
四
月
以
降
の
幼
児
の
歯
科
健
診

に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
歳
六
か
月
児
健

診
、
二
歳
六
か
月
児
歯
科
健
診
（
希
望

者
に
は
フ
ッ
素
塗
布
）、
三
歳
六
か
月

児
健
診
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
歯
み
が
き
教
室
の
対
象
は
、

一
歳
七
か
月
児
、
二
歳
七
か
月
児
（
二

歳
一
か
月
児
か
ら
変
更
）
と
な
り
ま
す
。

日
程
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
保
存
版
平

成
十
六
年
度
母
子
保
健
事
業
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
と

の
共
催
で
リ
ト
ル
ま
ま
サ
ロ
ン
を
開
設

し
ま
す
。
妊
婦
さ
ん
同
士
で
情
報
交
換

し
た
り
、
生
後
四
か
月
未
満
の
赤
ち
ゃ

ん
と
新
米
マ
マ
た
ち
が
自
由
に
交
流
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

寝
た
き
り
や
閉
じ
こ
も
り
に
な
ら
ず

に
、
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

元
気
で
暮
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、
新
家

及
び
東
信
達
地
区
で
地
域
リ
ハ
ビ
リ
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
体
操
や
ゲ
ー

ム
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
・
内
容
＝
左

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
今
月
の
健
康
診
査

（
地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室
）
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
七
）
／
保
健
セ
ン
タ
ー
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歯
科
健
診
の
内
容
を

変
更
し
ま
す

胃
が
ん
検
診
＆

大
腸
が
ん
検
診

さ
く
ら
健
診
を

実
施
し
ま
す

リ
ト
ル
ま
ま
サ
ロ
ン

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

地
域
リ
ハ
ビ
リ
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

▼と　き・ところ＝次表のとおり
▼対　象＝15歳以上の市民（肺が
ん検診は40歳以上の方）
▼内　容＝基本健康診査（検尿・
血圧測定・血液検査・診察等）、
結核健診（胸部Ｘ線写真）、肺が
ん検診（胸部Ｘ線写真、必要な方
には喀痰

かくたん

検査）
▼申込み＝申込みは不要です。直
接検診会場へお越しください

▼費　用＝無料※肺がん検診で喀
痰検査を希望される場合は有料）
▼携行品＝健康手帳（ない方は当
日交付します※但し、40歳以上の
方）
▼その他＝住民検診を受けた方
は、その他のセット検診は受診で
きません
▼問合せ＝保健センター（薀祗７
６１５）

5月13日貅 
東信達老人集会場 
兎田老人集会場 

10:00～11:30
13:30～15:00

5月27日貅 
一丘老人集会場 
人権ふれあいセンター 

10:00～11:30
13:30～15:00

6月1日貂 
浜老人集会場 
岡中老人集会場 

10:00～11:30

6月3日貅 新家公民館 

13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00

6月4日貊 八幡山自治会館 
10:00～11:30
13:30～15:00

6月7日豺 砂川老人集会場 
10:00～11:30
13:30～15:00

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00

幡代老人集会場 
男里老人集会場 

西信達公民館 

10:00～11:30
13:30～15:00

信達公民館 

5月14日貊 

5月20日貅 

5月21日貊 

10:00～11:30
13:30～15:00

樽井区民センター 5月24日豺 
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泉南の春は金熊寺の梅林から。軆泉州の月ヶ瀬躱とも呼ばれ、すっかり初春の風物詩となった金
熊寺の梅林。口コミもあってか年々観梅に訪れる人々も多くなっています。
今年は冷え込みの影響もあり、少し遅咲き気味となりましたが、３月中旬には可愛らしい梅の花

が咲きそろいました。梅林を望む小高い丘には、辺り一帯に甘酸っぱい梅香が広がり、昔懐かしい
のどかな景色が私たちをそっと出迎えてくれていました。 （3月8日）

泉南に春がやってきました
今年も満開！金熊寺の梅林

ABC委員会市民の文化推進チーム主催の合唱祭が
文化ホールで行われ、ポピーコーラス、コールそよ
かぜ、泉南市女声合唱団、昔のうたを歌う会、エコ
ー砂川、泉南市少年少女合唱団ら市内で活動してい
る合唱グループ（６団体）が、日頃の練習の成果を
披露しました。プログラムのラストでは、出演団体
のメンバーと観客ら全員により、唱歌軆故郷

ふるさと

躱が合
唱されるなど、会場は和やかなうちにフィナーレを
迎えることができました。 （2月28日）

春の息吹を歌声にのせて‥
ABC委員会の合唱祭

10

ケーブルテレビのチャンネル
９では、泉州地域４市３町の地
域情報番組「わくわくりんくう」
を映像と文字番組で放送してい
ます。
但し、視聴するにはケーブル

テレビへの加入が必要です。ま
た、視聴できない地域がありますのでご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:40～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:40～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:40～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

4月6日貂 
　　～ 
4月19日豺 

樽井公民館で開催された子育 
て講座（講演会＆ホンマもん 
のおもちゃ体験）の様子を紹 
介します。 

人権の歴史を軆大和躱で問い直す 
をテーマに、奈良県吉野町方面で 
開催された、人権バスツアー蠡の 
模様を紹介します。 

4月20日貂 
　　～ 
5月3日豺 

2月28日、長慶寺において開催された 
第2回消防フェアーの様子と3月7日に 
青少年の森で実施された林野火災総合 
消防訓練の様子を紹介します。 

3月23日貂 
　　～ 
4月5日豺 

火
災
か
ら
大
切
な
緑
を
守
り
ま
し
ょ
う
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泉南ルネッサンスカレッジ・国内外交流学科では、
市内の小学生14人と府立砂川・泉南高校の生徒８人
が泉南大使として、姉妹都市・和歌山県龍神村へ派
遣され、同村の小学生や高校生らと交流を行いまし
た。
まず、小学生らは草木染め工房を訪問し、龍神村

の小学生らと共に草木染めを体験しました。一方、
高校生らは県立南部高校龍神分校の生徒たちと生徒
会活動や各々の学校紹介、将来の夢を語り合うなど
親睦を深めました。
その後、泉南大使一行は古久保龍神村長を表敬訪

問し、向井泉南市長からのメッセージを披露する等、
両市村のより一層の交流を深めていくことを確認し
あいました。 （3月7日）

泉南ルネッサンスカレッジ
泉南大使が龍神村で交流

子どもたちの発育（自発的な行動をうながし、健
全な脳の発達）に欠かすことのできないおもちゃ。
これらのおもちゃをテーマにした「子育て講座」が
樽井公民館で開催され、大勢の親子連れ（約190
組・270人）が参加し、親子で有意義なひとときを
過ごしました。
岩城敏之さん（KID’Sいわきぱふ代表）による講

演を保護者が聞いている間、子どもたちは会場内に
ならべられたおもちゃで遊びを体験。今までにない
講座のスタイルに、参加者の皆さんからもご好評を
いただくことができました。 （3月11日）

ホンマもんの遊びで
ホンマもんの子育て

チ
ェ
ッ
ク

新
緑
の
山
々
に
分
け
入
り
、

山
菜
採
り
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に

出
か
け
る
季
節
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
こ
の
季
節
は
山
火

事
が
多
く
発
生
す
る
季
節
で

も
あ
り
ま
す
。
山
火
事
は
、

他
の
火
災
と
比
べ
消
火
活
動

が
困
難
で
、
消
火
に
何
日
も

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、
毎

年
春
先
に
消
防
職
員
が
市
域

の
主
な
山
林
道
を
踏
査
、
地

水
利
の
調
査
や
山
林
防
火
標

語
を
書
い
た
看
板
を
取
り
付

け
た
り
し
、
ハ
イ
カ
ー
に
防

火
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

山
林
火
災
に
よ
っ
て
失
わ

れ
た
自
然
は
、
元
に
戻
る
ま

で
長
い
年
月
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
緑
は
み
ん
な
の
宝
も

の
で
す
。
緑
と
山
へ
の
正
し

い
マ
ナ
ー
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
消
防
本
部
（
薀

祕
０
１
１
９
）

救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

重
度
傷
病
者
の
救
命
率
の
向
上

に
は
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で

の
応
急
手
当
が
重
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
消
防
本
部
で
は
救
命
率
の

向
上
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
し
た
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
八
日
豸
午
前
九

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
消

防
本
部
▼
内
容
＝
▽
心
肺
蘇
生
法

▽
大
出
血
時
の
止
血
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待ちに待った桜の季節が

やってきました。こんな時

は、海会寺跡広場に出かけ

てお花見もいいものです。

今月の博物館のイベント

紹介は、主におとなの方々

に楽しんでいただける「古

代史博物館フォーラム」で

す。

古代史博物館には、これ

までに多くの文化財の情報

が蓄積されています。これ

を広く市民の皆様に還元す

るため、おおよそ年に１回

のペースで、泉南市所在の

文化財を糸口にそれに関わ

るテーマを設定し、考古学

や歴史学界の第一線で研究

をされている先生方を講師

としてお招きし、最新の研

究成果をもとに講演や討論

を行い、泉南市の歴史を復

原しようとするものです。

毎回、講師の間で白熱し

た討論が交わされ、未だ謎

の多い泉南市域の歴史が

次々に明らかにされていま

す。参加者は、市内の方々

だけでなく市外や他府県の

方もわざわざ足を運んで熱

心に聞き入っています。み

なさんもぜひご参加くださ

い。

古代史博物館フォーラム　歴史を語る
謎多き泉南の歴史を復元する

～こんなに楽しい博物館・４～

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

『行こう古代史博物館！知ろう海会寺跡広場！』
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